
エンロールメント・マネジメントに必要な諸データの
一元的把握、分析及び情報提供等を通じた
教育水準の向上

香川大学の教学IR

各種アンケート、アセスメントテストの実施

諸データに基づく教育改善提案 教育成果の可視化・公表

諸データを活用したアセスメント支援

■アンケート調査
教育改善に活用するため、入学前から卒業後にわたって各種アンケート調査を
実施しています。特に新入生アンケート、カリキュラムアンケート、卒業生アンケートは
共通の質問を設定し、学生の能力等の伸⾧を把握できるようにします。
【入学前】オープンキャンパスアンケート
【入学時】新入生アンケート
【在学中】カリキュラムアンケート、学生による授業評価、学生生活実態調査 等
【卒業後】卒業生アンケート、就職先企業等アンケート

■アセスメントテスト（基盤力テスト）
１・２年生を対象に、語彙力、英語、数学等の基盤的な
能力を測定するテストを実施しています。

■アセスメントプラン運用への支援
香川大学では、学士課程における教育上の理念及び３つのポリシー（アドミッショ
ン・ポリシー（AP）、カリキュラム・ポリシー（CP）、ディプロマ・ポリシー（DP））に
基づいて、大学教育の学修成果を測定・点検・評価する指針として、アセスメントプ
ランを定めています。
アセスメントプランの運用のため、様々なアンケート結果や教学関係データを収集し、
各部局に提供しています。

■ファクトブックの発行
学内の教学関係データを可視化したファクトブックを毎年発行して
います。グラフ化によって経年変化が一目で分かるように
なっており、教育改善に役立つものとなっています。

■学生支援担当教職員研究会でのレポート
アンケートの分析結果等を、学生支援担当教職員研究会で紹介
しています。 本研究会は、学生指導に関する諸活動について研究
討議を行うことにより、学生指導を担当する教職員相互の啓発と理解を
深め、学生指導の改善・充実を図ることを目的として、毎年度開催しています。
アンケートの分析結果を活用した研究討議を行うことで、建設的かつ現実的な
学生指導の改善に向けた議論を進めています。

■ファカルティ・ディベロップメント（FD）の実施
アンケートの分析結果等を活用したファカルティ・ディベロップメント

（FD）を実施しています。大学及び部局等の現状を可視化することで、
改善を促しています。

■アンケート結果の公表
学修者本位の教育の観点を踏まえ、本学における学修成果や教育
成果、その基盤となる体制・制度について明らかにするため、各種アン

ケート調査の結果を本学ホームページにおいて公表しています。
【カリキュラムアンケート・修了時アンケート】
本学及び本学大学院の教育を通じた学修成果等について、学生自身の評価を
示しています。

【卒業生・修了生アンケート】
本学及び本学大学院を卒業・修了して数年が経過した学生による、本学の教育に
対する評価を示しています。
【就職先企業等アンケート】
卒業生の就職先企業等による、本学の教育に対する評価を示しています。

香川大学では、エンロールメント・マネジメントに必要な諸データの一元的把握、分析及び情報提供等を通じた教育水準の向上を目的として教学IR活動を行っています。


